
今年のWound Healing Society (WHS) meetingは4月5日から9日までアメリ

カ西海岸に位置するサンディエゴで開催された。サンディエゴはウエストコー

スト特有の快適な気候から人口が急増しており、最近カリフォルニア州でロサ

ンゼルスに次ぐ2番目の人口からなる活気に満ちた都市である。メキシコ国境

が近く、メキシコ人や中南米の人々が集う多国籍の雰囲気が強く、日本人の

私が歩いても疎外感がなかった。治安が大変良く親切心に溢れており、紙幣

不足で乗車できない観光客に市民が不足分を差し出した場面には大変驚

いた。

学会は初日から特別講演やシンポが目白押しであり、どれも聞き応えのあ

る発表だった。創傷治癒学が複合的研究領域の包括的な学問であることか

ら、今回は米国の炎症、免疫、再生など第一線の研究者が、それぞれの領

域から創傷治癒の正常メカニズムや疾患の病態解明にアプローチしていた。

印象的だったのはStanfordの免疫学者Paul Bollyky氏がLangerhans細胞によ

る表皮再生のメカニズムを、またUCLAの神経学者 Alvaro Sagasti 氏がデジ

タルイメージングを駆使した損傷皮膚の神経再生の解析結果は大変興味

深かった。かつてのサイトカイン同定による創傷治癒学のめざましい進歩は

過去のものとなり、多彩なアプローチから新たな創傷治癒学のブレイクス

ルーを模索している印象を受けた。

学会で知り合ったある米国の先生から、最近の米国の創傷治癒は研究資

金の獲得が大変困難で、高騰する学会参加費や宿泊費から毎年の本学会

参加が難しくなってきたと嘆いていた。WHS Presidentの Laura Parnell先生

も、米国における近年の厳しい研究環境変化による創傷治癒研究者の減少

を嘆いていた。この現況打破のため、Wound Healing Foundation (WHF)を立

ち上げ、広範な社会的啓蒙を通じてWHSの認知度や重要性を高め、創傷治

癒の研究者の研究環境の改善に着手しているようである。日本でも同様な状
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況は否定できず、この理念

に私個人的にも強く賛同

することをParnell先生に伝

え、来年のWHS meeting で

の再会を誓って帰国の途

に着いた。

左上:招待 Dinner Cruise にて(左から
筆者、Laura Parnell　先生　(WHS 
President)と田中里佳先生(WHF委
員、順天堂大形成外科)) /左下: 学会
場San Diego Convention Center / 右
上: ポスター会場 / 右下: 学会場に隣
接する高級リゾート地 コロナド海岸
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WRRに会員の論文が掲載されました

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume25 Issue No.1に掲載されました。論文名、会員の

著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましては、Wiley Online Libraryの本ジャーナルホームページの右側にあるナビゲーション

バーより、<JOURNAL MENU> ⇒ <FOR CONTRIBUTORS> ⇒ <Author Guidelines>をクリックいただくか、

以下のURL先を直接検索窓にコピー＆ペーストして入手ください。

http://onlinelibrary.wiley.com/journal/10.1111/(ISSN)1524-475X/homepage/ForAuthors.html　

なお、投稿方法については、円滑な審査を行うために、2004年度よりオンライン投稿を推奨しております。

“Biofilm detection by wound blotting can predict slough development in pressure 
ulcers: A prospective observational study”, (Wound Repair and Regeneration, 25:1, 
P.131 ‒ 138)

仲上 豪二朗 先生 (東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 創傷看護学分野)

北村 言 先生     (東京大学大学院医学系研究科 老年看護学分野)
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